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マシコタツロウさん　茨城町ふるさと大使に就任
　茨城町では、町の魅力を広く PRするとともに、イメージアップや産業・
観光などの振興を図ることを目的とし、町にゆかりがあり、様々な分野
で活躍されている方を「茨城町ふるさと大使」として委嘱しています。
　この度、これまでの８人のふるさと大使に加え、青葉小学校・葵小学
校の校歌を制作した音楽家のマシコタツロウさんに就任していただくこ
ととなり、式典で就任式が行われました。
　マシコさんは、「２校の校歌を制作していく中で、町を訪れ、風光明媚
な場所や温かい人に触れ、茨城町のファンになった。茨城町を第２のふ
るさととして、どんどんＰＲしていきたい。」と抱負を述べ、青葉小学校
校歌と「ハナミズキ」をピアノの弾き語りで披露しました。

　茨城町民の日（2 月 11 日）に、茨城町商工会青年部が主催する「き
らり子どもあんどん２０１７」が町運動公園において開催されました。
　「子どもたちの想いを『光』で
演出」をテーマに、町内の小学校
から集められた作品には、子ども
たちの描いた将来の夢やイラスト
が、ロウソクの光で幻想的に浮か
び上がりました。
　とても寒い日でしたが、訪れた
たくさんの来場者に豚汁や甘酒な
どがふるまわれ、心も身体も暖ま
る夜となりました。

▶経歴
 1978年生まれ　茨城県常陸太田市出身
 2002年に一青窈の１stシングル「もらい泣き」で作曲家デビューを果たし、
 2004年には代名詞ともなる「ハナミズキ」を作曲。
 現在、作詞・作曲活動の傍ら、毎週水曜日午後１時から茨城放送
「Smile Smil e+ i」のパーソナリティーも務めている。

きらり子どもあんどん２０１７

青葉小学校児童と青葉小学校校歌「青葉の下で」斉唱。
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